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2026 年 6 月 26 日 

各  位 

会 社 名 日本食品化工株式会社 

代表者名 代表取締役社長 若木 孝優 

（コード番号 2892 東証スタンダード） 

問合せ先 総務人事部長 山本 浩章 

 （TEL. 0545－52－3781） 

 

 

支配株主等に関する事項について 

 

 当社の親会社である三菱商事株式会社について、支配株主等に関する事項は以下のとおりとなり

ますのでお知らせいたします。 

 

1．親会社、支配株主（親会社を除く。）又はその他の関係会社の商号等 

（2026 年 3 月 31 日現在） 

名称 属性 
議決権所有割合（％） 発行する株券が上場されている

金融商品取引所等 直接所有分 合算対象分 計 

三菱商事

株式会社 
親会社 60.68 0.00 60.68 ㈱東京証券取引所プライム市場 

 

2．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等との関係 

 (1) 親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付け、親会社等やそのグループ企業との取

引関係や人的関係、資本関係 

     三菱商事株式会社は当社議決権の 60.68％を所有する親会社であります。当社は同社の

グループ企業の一員として位置付けられる一方で、自主独立した経営基本方針を持つ上場

企業として、事業活動を行っております。同社は当社に原料とうもろこしを販売している

一方、当社の製造工程から生じる副産物の一部購入や当社の販売代理店として当社製品を

販売しております。 

     また、同社より取締役（監査等委員である取締役を除く。）3 名、監査等委員である取

締役 1 名を選任し、同社との経営情報交換による協力関係を構築しております。 

 (2) 親会社等の企業グループに属することによる事業上の制約、リスク及びメリット、また、親

会社等やそのグループ企業との取引関係や人的関係、資本関係などの面から受ける経営・事

業活動への影響等 

     当社は三菱商事株式会社より原料とうもろこしを購入しているほか、製品の販売に関す

る契約（代理店契約を含む。）を締結しております。 

     当社の技術開発力、生産技術力及び生産インフラと、同社の有する原料とうもろこし調

達力及び成長市場である海外における事業展開ノウハウとの連携により、一層の企業価値

向上と収益基盤強化が可能になるものと考えております。 

 (3) 親会社等の企業グループに属することによる事業上の制約、親会社等やそのグループ企業と

の取引関係や人的関係、資本関係などの面から受ける経営・事業活動への影響等がある中に
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おける、親会社等からの一定の独立性の確保に関する考え方及びそのための施策 

     当社では独自の研究開発、市場開拓、販売活動に取り組むとともに、独自の生産計画に

基づく効率的な生産体制の構築をしております。また、同社との取引条件は、一般的な取

引と同様、市場価格等を参考に協議・交渉の上合理的に決定しております。 

 (4) 親会社等からの一定の独立性の確保の状況 

     当社は、自主独立した経営基本方針を持つ上場企業として、三菱商事株式会社からの事

業上の制約はなく独自に事業活動を行っており、一定の独立性は保たれております。 

 

 

（役員の兼務状況）                      （2026 年 6月 25 日現在） 

役職 氏名 
親会社等又はその 

グループ企業での役職 
就任理由 

取締役 

（非常勤） 
浅見 彰宏 

三菱商事株式会社 

食料本部穀物飼料部長 

豊富な経験と幅広い知識を当社の経営に

活かすとともに、当社経営の更なる透明

性、客観性を向上させ、コーポレート・

ガバナンスの強化、充実を図る。 

監査等委員 

である取締役 

（非常勤） 

瀬尾 悟郎 
三菱商事株式会社 

食品産業管理部長 

商社の管理部門における長年の財務・経

理経験及び海外拠点での CFO 経験等を通

じて培われた専門的知見に基づき、適切

な監査及び助言により、監査体制の強

化、充実を図る。 

（注）当社の取締役（9 名）は親会社の役員を兼任しておりません。 

 

 

（出向者の受入れ状況）                    （2026 年 6月 25 日現在） 

役職又は部署名 人数 
出向元の親会社等又は 

そのグループ企業名 
出向者受入れ理由 

取締役 2 名 三菱商事株式会社 

豊富な経験と高い識見に基づ

き当社の経営全般に対するガ

バナンス向上を図るため 

経営企画室 1 名 三菱商事株式会社 
経営戦略等の各施策の立案・

実行に向けた支援のため 

（注）2026 年 3 月 31 日現在の当社の従業員数は 452 名である。 
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3．支配株主等との取引に関する事項 

第105期（自 2025年4月1日 至 2026年3月31日） 

種類 

会社等の

名称又は

氏名 

所在地 
資本金又

は出資金 

事業の内

容又は職

業 

議決権等の

所有（被所

有）割合

（％） 

関連当事者

との関係 
取引の内容 

取引金額 

（百万円） 
科目 

期末残高 

（百万円） 

親会社 
三菱商事

株式会社 

東京都 

千代田区 

2,138 

億円 

物品の 

売買貿易 

被所有 

直接 60.68 

当社製品の

販売に関す

る契約（代

理店契約を

含む。） 

主要原料の

仕入等 

 

製品の販

売 
9,827 売掛金 1,437 

製品・原

材料等の

購入 

25,660 買掛金 1,286 

 

（注）1.取引金額には消費税等が含まれておらず、また期末残高には消費税等が含まれておりま

す。 

2.取引条件及び取引条件の決定方針等 

（1）製品の販売等については、市場価格、総原価を勘案して、一般的取引条件と同様に決

定しております。また、販売高に対して一定の販売手数料を支払っております。 

（2）製造工程から生じる副産物の一部販売については、原料コーン価格や市場価格を勘案

し、協議を行った上で、合理的な判断に基づき適正に決定しております。 

（3）製品・原材料等の購入については、一般の取引条件と同様に決定しております。 

 

4．親会社又は支配株主（親会社を除く。）を有する場合において当該親会社又は支配株主（親会

社を除く。）との取引等を行う際における少数株主の保護の方策の履行状況 

      三菱商事株式会社との取引では、一般的な取引と同様、市場価格等を参考に協議・交渉の

上、合理的に決定しており、少数株主に不利益を与えることのないよう対応しております。 

また、三菱商事株式会社との取引に関連した会社業務が適切に行われていることを内部監査

室を含む監査等委員会が確認しております。 

以上 


